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カラーブラウン管の測光測色について
Color and Light Output Measurement of Color Picture Tube
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内 容 梗 概

カラーブラウソ管の赤,青,緑の3原色発光および三色合成による白色発光の場合について,発光能率や色

調を論ずるための実際的試験法について,従前の酸化物系けい光体のものと,

を例にとって説明した｡

仰

最近の硫化物系けい光体のもの

】.緒 言

テレビ用プラウソ管の輝度および色調は常に論議されるところで

ある｡そこで当然その測定ということが必要になってくる｡筆者ら

は白黒用ブラウソ管に対しての,この問題についてはすでに論じ

た(1)(2)｡

一方,シャドーマスク三電子銃形ブラウン管によるカラーテレビ

がアメリカでほこの1～2年にかなりの伸展を見せており,わが国

でも独自に17角形,14角形のカラーブラウン管を開発し,カラー

テレビ普及化の努力が続けられている｡すでに技術的にはかなり一

般化されてきているので,今回はカラーブラウン管についての輝度

や色調の問題を論ずるためにわれわれが行なった測定法について報

告する｡

2.単色輝度試験

2.1受光装置の波長特性

一般に任意色の発光面の輝度ないしは光束発散度を求めるには,

(1)測定用受光装置の波長感度特性が完全に標準比視感度曲線に合

致していて輝度校正がなされているか,(2)視感度補正が不完全な

場合,測定面の発光と芙頁似の分光放射特性を持っていて輝度校正が

なされている標準輝度面で受光装F琵を較正しておくかまたは(3)交

照照度計やマクベス照度計のような視感を基本とする方法によらね

ばならない｡マクベス照度計による方法(2)ほカラーブラウソ管のけ

い光面についても適用できる｡ところで,一般に光電管,光電池,光

導電セルのような物理限を用いる場合,その波長特性を視感度特性

に合わせることが行なわれるが,これほカラーブラウン管の単色け

い光丹莫の測定については適切ではないと考える｡すなわち,カラー

ブラウソ管の三種の単色についてほ定められた色相で飽和度および

発光能率が高いことが要求さオ1る｡しかるに受光器の波長特性が祝

感度に合っているとすれば,たとえば赤けい光膜については黄色昧

のつよいものほど,また青けい光膜についてほシアソがかった色の

ものほどというように,色が不純なはど発光能率が高いということ

になり不合三叩である｡そこでわれわれは,このような矛店をなくす

ため三色分解フィルタを用いて,第l図のような分光感度特性を持

たLめた三種の受光器を使用した｡参考に弟1図には最近のF盲1色け

い光膜の分光放射矧生をも併記した｡

これにより,各単色けい光膜の真の意味に近い発光能率を測定す

ることができる｡たとえば,舞2図のように青のけい光体ドット内

に緑色成分が混入した場合を考えると,これを祝感度特性の測光装

置で測ったと仮定して計算すると混色が無い場合に比べ38.5%も明

るいということになる｡第1図のような青色用受光器で測れば差は

わずか0.4%であり配色の影響ほ無視できる〔
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節2図 青色けい光休の発光エネルギー波長分布と古色用

受光詩語および視感度受光器の分光感度特性の比較

このような三色用受光器の分光感度特性は使用する本来のH+い光

体の分光放射特性となるべく似かよっていることが望ましい｡

2.2 三色けし､光膜用標準光源

前記のような赤,青,緑の単色用受光器を光束発散度単位で輝度

計として校正するには,測定されるべき三色けい光体の分光放射特

性となるべく近似した標準光源があると便利である｡

たとえば,策3図のような構成で,電球の色温度および拡散板の

分光透過率を勘案して単色フィルタに適当な分光透過率年制生の-もめ

を選べば実現される∩このような標準光源の輝度を較正するに仁ま次
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第4図 カラーブラウン管の単色別発光能率の測延例

のようにすればよい｡

まず,単色フィルタを除いて電球と拡散板のみの構成として電球

と拡散板の間の距離をある値Jとする｡この状態で電球の印加電圧

を調整して拡散板面の観測側から見た色温度を所定のものにする｡

この場合の輝度ほ,分光分布が白熱電球のものと類似しているので

マクベス照度計その他の方法で比較的簡単に誤差も少なく求めら

れる｡その輝度を光束発散度値で凡ドラドルクスとする｡.一方,そ

のときの分光放射特性E肝(ス)と用いる単色フィルタの分光透過率

rダ(ス)を測定しておく｡このようにすると,単色フィルタを第3図

L-W間にそう入したときの観測面の光束発散度ガタほ(1)式で算出

される｡

丘F=月Ⅳ× ～且Ⅳ(j)･r〆り)･Ⅴ(ス)dス

EⅣ(ス)･Ⅴ(ス)dス

(ラドルクス)

‥(1)
(1)式でⅤ(ス)は標準比視感度であり,槙分ほ叶祝波長の全域に

ついて行なうものとする｡実際には積分は十分狭い波長間隔で区分

求積すればよい｡

2･3 測 定 例

前記の方法により,カラープラウソ管を実際に測定した一例を弟

4図に示す｡実線は全硫化物けい光体のもの,点線は赤,緑がリソ

酸系,ケイ酸系のものについて示してあり,硫化物系赤,録が非常

に明るいことがわかる｡
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第6図 カラーブラウソ管用三色けい光体の色度

3.単色色度試験

3.1分光放射試験

これほいうまでもなく,分光放射計によりけいうと体の発光エネル

ギーの波長分布を求め,その曲線の状況を直接調査したり,これを

もとにして算出されたCIE色度点で色調(飽和度および色相)を示

すものである｡日立自記分光放射計で測定した一例を弟5図に示

す｡これに対応するCIE色度図を弟る図に示す⊂､これらから硫化物

系けい光膜の発光色は線がケイ酸系のものに比べ飽和度がかなり落

ち,また赤ほリン酸系のものに比べ,かなり色相が黄色めに寄って

いることがわかる｡

3.2 光電式色度計

可視域の各単波長光に対するCIEの三色刺激値曲線(3)(4)虎(j),

タ(j),乏(ス)によく近似した分光感度特性を持つ三種の光電受光装置

により任意光を受光し,その三種の測定値から被測定光の三色刺激

値または三色係数,すなわちCIE色度∬,卸値を直読する色虔計は

種々発表されている(4)～(6)｡これを使用すれば分光試験に比べ簡単

であるが,どの色度値に対してもそのまま正確であるとほいいがた

く,それぞれの被測定色皮付近で校正する必要がある｡特に光電素
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第1表 簡易法による色調測定の例

(硫化物けい光体およぴリソ酸,ケイ酸塩桝､光体の赤および緑ラスタでの比較値)

赤

G/月

警ソ忘,号尤ょこ㌔芸l;…

βノ月

1.0

1.5

ガ/G

l.85

0.62

緑

β/G

2.5

1.0

子の波長感度の変化に対してはフィルタの調性が必要である｡

3.3 簡 易 法

弟1図に示したような波長感度特性を打つ三色の神色粁度計をそ

のまま利用してもかなりの目的を達することができる｡たとえば育

の色調を評価するためには,青色ラスタに対しまず青色用輝度計に

より輝度βを測定し,次に赤色用および緑色用輝度計で測定し,そ

れぞれ月,Gなる読みを得たとすれば,月/βおよびG/βという数

値でかなりよく音の色調を表示できる｡月/βが大であれば紫味で

あり,G/月が大であればシアンがかっていることになる｡同様にし

て赤については月/凡 C/月で,疑についてほ月/C,月/Gによりそ

れぞれ色工合を表現できる｡

これによる測定例として弟1表に硫化物系けい光体とそうでない

ものとの比較を示す｡赤硫化物はG/Rが大,緑硫化物は月/G,β/G

が大で,第5図や葬る図の傾向と一致する｡

4.白色輝度試験

4.1全力ソード電流およびカソード電流比

これはアメリカEIAや,日本のCESで規定されているものであ

るが,その具体的実施に対してはやや工夫が必要である｡三電子銃

カラーブラウソ管の全力ソード電流とは,正規の動作条件において

9,3000K,十27MPCD,または8,5000K,＋27MPCDの色調(やや

苦味のある白色)で,かつ光東発散度85ラドルクスの明るさの白色

ラスタを発光せしめたときの三色の各カソード電流の総和である｡

これほ三電子銃カラーブラウソ管としての発光能率に関連し,小で

あるほど好ましい｡カソード電流比とは上記のような状態のときの

各カソード電流の比率であって,んR/′んβ,∫∬々/んcで表わされる｡

これほ受像機の一定凸信号回路定数で使用されたときに再現する色

彩の調子に関連し,それぞれ規定範朗内になければならない｡また

自崇受像に際し,明暗部とも一定の白色にするためのバ､ソクグラウ

ンド調整にも大きくはないが多少影賛する｡

4.2 試験法の一例

前記の全力ソード電流およびカソード電流比を測定するために

は,規定色庇および鮮度をカラープラウソ管で再現しなければなら

ない｡これを実現するた捌こ次のような方法を採った｡

弟7図において規準光召和ま,A光源電球L,白色拡散板D,色変

換フィルタFから成り立っており,特別に選択されたFにより観測

窓からDを見込むときの色調が正確に9,300ロK,＋27MPCD,また

は8,500,十27MPCDとして得られる｡輝度の調整は拡散板からの

電球の距離を変えて行ない,ちょうど光束発散度85ラドルクスが得

られるようにする｡この場合の光束発散度月βほ(2)式で算出さjt

る｡

月β二歪×rXrA･
凡∫:規準光源の実効光火発散度(rlx)

ん:A光源電球の水平光度(cd)

d:電球と拡散板との距離(m)

r:白色拡散板の反射率

T｡:使用フィルタFのA光源に対する透過率

(2)

第2表 全力ソード電流(∑ん)およびカソード

電流比(ん々/JgG,ん斤/んβ)の測定例

9,3000K,＋27MPCD 85rlx

形 名

430CB22

430AB22

8,5000K,＋27MPCD 85rlx

∑′g(/上月)

275(gゎ=18kV)

320(Eゎ=16kV)

515(Eゎ=18kV)

590(Eむ=16kV)

!互些
Jgぴ

1.37

1.70

怒1.55

2.70

∑/方(〃月)

305(Eゎ=18kV)

370(Eゎ=16kV)

580(Eゎ=18kV)

690(gゎ=16kV)

陽極電圧Eb:16,18kV

ラスク寸法:264×347mm
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カラーブラウン管

規準光源

L:指準白熱電球

D:白色拡散坂

F:色温度変換用フィルタ

第7図 カラーブラウン管の標準白色状態の実現

コンパレータによF)この規準光源とカラーブラウソ管のけい光面

を隣接視野にて観測し,両者の光が全く同一色,同一明度になるよ

うカラーブラウソ管の三色のカソード電流を調整すればかなり簡単

に,かつ正確に標準白色状態が得られる｡このときの三色のカソー

ド電流を測定すればよい｡

4.3 測 定 例

430CB22と,430AB22について測定した一例を弟2表に示す｡

全硫化物けい光膜の430CB22では全カソード電流は430AB22に対

し約47%少なく,またカソード電流比は430AB22に比べ1に近く

なっている｡

5.結 R

以上をまとめると次のとおりである｡

(1)カラーブラウソ管の単色けい光膜の真の意味での発光能率

を混也の影響を少なくして測定するには三色分解フィルタによる

三稀の受光器を使用するとよい｡

(2)弾色けい光膜の発光色度を謝志するのに,分光測定のほか,

簡単に上記三色受光器を使って日常管理を行なうことができる｡

(3)白色試験を行なうために,標準光源とコンパレークによる

方法を用いると,規定の白色条件を容易に正しく実多けることが

できる｡

本間題に対してはこのほか種々の方法が考えられるが,ここには

われわれが行なった比較的容易で実用的な方法について述べてみ

た｡関係者への参考となければ幸いである｡
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